
教育の機会均等、試験の公正性・公平性に疑問を残した見切り発車への疑念…… 一方で「生徒確保」「進学保障」という現実 

問われる「私学の自主性・私学教育の自由」 

 

2019 年 12 月 7 日(土)13:00～8 日(日)12:40全国教育文化会館 7 階 大会議室 
 

「2018 年私学シンポジウム」は、「新学習指導要領」と私学の学校づくりについての議論をとおして「乗り越える」という視点を手に入れました。 

今年 4 月文部科学省は、全国の私立高校へ「改定高等学校学習指導要領」を本務教員数分配布しました。学習指導要領体制の歴史上はじめての事です。 

 一方、2020 年 4 月から「就学支援金制度」は拡充され、「私学の無償化」が前進します。こうした情勢の中で「私学の自主性」「私学教育の自由」「主

権者を育てる学び」を“強かに”発揮させていくには…。大学入学共通テストへの民間検定導入問題に揺れる外国語（英語）教育を切り口に討論します。 

1 日目（12 月７日 13:00～17:30） 特別報告・講演・討論 

  13:00～ 主催者あいさつ  基調報告 
 

 13:30～ 特別報告…「大学入試改革」の英語教育への影響  学校現場から  
     2024 年実施に延期された「大学入学共通テスト」の英語の民間検定導入。共通 ID 申請日の延期決定は高校生、学校現場

に多大な混乱を引き起こしました。「生徒の進路保障」という教職員の願いのもとで、学校現場ではどのような議論を展開し、

どのような実践をおこなったのかについての 2 学園からの報告していただきます。 

    ① 東京：正則高等学校 英語科：石塚紀章 さん     ② 大阪の私立中高一貫校 
 

15:00～ 講演「官邸主導の英語教育政策と新学習指導要領」 

           和歌山大学教育・教育学部教授  江利川 春雄さん 
   延期決定後にマスコミが取り上げるようになった大学入学共通テストへの英語民間検定導入の問題点は、導入強行以前か

らずっと指摘されてきました。その問題点の指摘と導入反対の急先鋒として活躍されてきた江利川先生に、その問題点と対

峙していく視点について話していただきます。 

   16:30～ 討論   

参加費無料 

私学教育の自由と 

主権者教育・主権者を育てる学び 

～ 学習指導要領体制を乗り越え、 
“私学の自主性”“私学教育の自由”を 

したたかに発揮するために ～ 

 
講師：江利川春雄さん 

和歌山大学 教育学部教授 

著書『日本人は英語をどう

学んできたか』『受験英語

と日本人』『英語教育のポ

リティクス ～競争から協

同へ～』など多数 



 

２日目（12 月８日 9:30～12:40）  分科会と閉会全体会 

分科会：9:30～12:00 
 国による「学習指導要領体制」の私学への縛りが強まっています。同時に生徒の進路保障と、生

徒募集という宿命を背負う中で、学習指導要領を全否定する事も簡単ではありません。一方で「私

学教育の自由」の懐の深さを活かし、生徒の主体性を育て、主権者教育につなげている実践も全国

にあります。そうした実践の報告を基に「縛り」を乗り越える道筋について議論していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会全体会：12:10～12:40 

私学教育の自由と 

主権者教育・主権者を育てる学び 

～学習指導要領体制を乗り越え、 

“私学の自主性” “私学教育の自由”を 

したたかに発揮するために～ 

第１分科会 新｢高等学校学習指導要領｣を検証する 
レポート…京都：立命館宇治中学高等学校 稲垣 桃子さん 

「文学」の可能性～「文学総合」から考える～ 
新｢高等学校学習指導要領｣では、国語科で「文学作品」が選択科目とされています。この問題を

切り口に、新｢高等学校学習指導要領」がねらうものを検証します。同時に教科を超えて、新「学

習指導要領」に向けた教科課程、教育課程編成についての、参加者の学校での議論を交流していき

ます。議論をとおして、「私学の自主性」「私学教育の自由」を守り、子どもたちの発達を軸とした

教育課程をどう組んでいくかについても議論していきます。 

第２分科会 ｢主権者を育てる学び｣の発展 
レポート…全国生徒自主活動連絡会 代表 山盛 洋介さん 

「学内生徒会活動の発展と『生徒自主活動』(仮)」 

埼玉：正智深谷高等学校 西谷泰実さん 

「行事づくりを契機にした学校生活・学びの主体者への成長（仮）」 
経済的な理由で高校へ通う負い目をかかえた高校生、不本意入学の末学校生活に受け身でいる高

校生は、私学にも多く存在しています。そうした高校生が主体性を手に入れ、主権者としての自覚

を手に入れていく「学び」について実践報告を基に議論していきます。本当の「主権者教育」は「私

学教育の自由」の中に在ることを確認し力にしていく議論を展開します。 
 

アクセス 


